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開館日程表 

製本準備中だったBNCの雑誌を、製本に出し

ました。仕上がり予定は1月下旬です。それま

で利用はできません。 

★製本中の雑誌 

  BNC||ア||000～BNC||オ||064までです。 

 

携帯からも開館情報

をチェック！ 

1 
                         

         1月           2月           3月  

日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土  

1 2 3 4 5 6 7        1 2 3 4          1 2 3  

8 9 10 11 12 13 14  5 6 7 8 9 10 11  4 5 6 7 8 9 10  

15 16 17 18 19 20 21  12 13 14 15 16 17 18  11 12 13 14 15 16 17  

22 23 24 25 26 27 28  19 20 21 22 23 24 25  18 19 20 21 22 23 24  

29 30 31          26 27 28 29        25 26 27 28 29 30 31  

                        

    開館 8：00～22：00 （学内）     休日開館 10：00～19：00      休館    

      9：00～22：00 （学外）     休日開館(延長日） 10：00～22：00    臨時開館    

                        

  BNCの雑誌が一部製本中に 

       

       *      1/9(月）成人の日、2/11（土）建国記念の日、3/20（火）春分の日は休日開館しています。 

       **     12/29-1/3は年末年始休館日 2/ 17(金）は図書館整備等による休館日、3/30（金）は月末休館日です。  

       ***   2/18(土)-2/19(日)は全館清掃のため、臨時休館します。 

   後期試験が始まります 

1月下旬からは後期試験が始まるため、館内
は例年大変混雑します。必要な図書をスムー
ズに見つけ、利用できるように、図書を書架
に戻す際には、背表紙に貼ってある請求記号
どおりの正しい場所に必ず戻してください。 
試験期間前は図書の貸出が増え、利用頻度の
高い図書には多くの予約が入りますので返却
期限の厳守もお願いします。 
また、一部で、荷物などをおいたまま長時間
席を離れる席取り行為が見受けられます。 
図書館は閲覧席数が限られているので、譲り
あってお座りください。場合によっては、荷
物をお預りすることもありますのでご注意く
ださい。 
お互いが気持ちよく利用できるようにご協力
をよろしくお願いします。 

   長期貸出図書の返却期限をお忘れなく！          

下記の期間に貸出をした図書の返却期限は全て、 
       2012年 1月12日(木)です。 

忘れずに返却してください。 
≪ご注意ください≫ 
 長期貸出図書は貸出の更新ができません！ 
 
 

【教職員・院生】 

 書庫内図書  11月25日（金）～ 12月 4日（日） 

 開架図書    12月13日（火）～ 12月21日（水） 

【学部生】 

 書庫内図書・開架図書 

             12月13日（火）～ 12月21日（水） 

    開館時間を延長します 

後期試験に伴い、附属図書館と学習室24の休日開

館時間を延長します。ご活用ください。 

休日開館延長期間 1月14日(土)～2月 5日(日) 

開館時間         10：00～22：00 
★ 詳細は･･･ 開館日程 

 http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/modules/piCal/
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 ◆記事についてのお問い合わせは◆ 

〇貸出・返却、図書館への一般的な照会 

    TEL.075-753-2632,2641(資料運用担当) 

〇情報検索・資料の所蔵調査・講習会等 

 TEL.075-753-2636,2637(参考調査担当) 

〇貴重図書の利用 

    TEL.075-753-2640,2635(特殊資料担当） 

〇文献複写・他大学図書館等の利用 

 TEL.075-753-2638,2654(相互利用担当) 

※ 共通FAX.075-753-2650 

 

 
 

  

 

 

・資料の探し方 -KULINE(ｸﾗｲﾝ)の使い方等- 

1月 11日 （水） 16:00-16:30 

1月 20日 （金） 15:00-15:30 
 

・文献管理ツールの使い方 -RefWorksを中心に- 

1月 12日 （木） 15:00-15:45 

1月 17日 （火） 16:00-16:45 

 
・学術論文の探し方：日本編 -CiNiiを中心に- 

1月 10日 （火） 15:00-15:30 

1月 16日 （月） 16:00-16:30 
 

・学術論文の探し方：海外編 

-Web of Scienceを中心に- 

1月 19日 （木） 16:00-16:45 

1月 23日 （月） 15:00-15:45 
 

※開始時間5分前に1F参考調査カウンターまで
お越し下さい。予約は不要です。 

今月の定期講習会 

これから論文やレポートに取り組む方のための講

習会です。図書館活用術の基本を身につけて、効

果的に参考文献を集めましょう。 

インターネット検索のコツもお教えします。  

 

❑ 日時： 1月 13日 (金) 15:00-16:00 

❑ 場所： 附属図書館3F講習会室 

❑ 対象： 学部3,4回生（それ以外の方もお気軽に） 

❑ お申込み： 予約不要・当日の飛び込み参加歓迎!! 
 

【お問い合わせ先】 

  附属図書館 参考調査掛 
  Email：ref@kulib.kyoto-u.ac.jp 
  Fax：075-753-2650 

    論文・レポートの書き方と 

   文献の集め方を知るための講習会 

日本の論文を検索できる CiNii[サイニィ]：NII論

文情報ナビゲータ が新しくなりました。 

全国の大学図書館等が所蔵する本（図書や雑誌）

の情報を検索できる CiNii Books が公開され、こ

れまで CiNii で提供していた論文検索は CiNii Ar-

ticles として、全文検索機能を追加し、デザインも

一部リニューアルされています。 

 

❑ CiNii Books - 大学図書館の本をさがす 
                           http://ci.nii.ac.jp/books/ 

❑ CiNii Articles - 日本の論文をさがす 
                           http://ci.nii.ac.jp/ 

 

★ 詳細は… 図書館機構HP ⇒ ニュース 

  ⇒ 「CiNii [サイニィ] が新しくなりました」 

                        [サイニィ] が新しくなりました  

「自己流でデータベースを使っているけれど、こ

れでいいのかわからない」「講習会を受けに行く
時間がない」...という方には、インターネットに
つながっているパソコンがあれば、研究室や自宅
から無料で受講できる講習会があります。 
 

 ・EBSCOhost (各種データベースのプラットフォーム) 

 ・EndNote Web (Web of Scienceの文献管理ツール) 

 ・Reaxys (合成研究の化合物・反応データベース) 
 ・RefWorks (Web版の文献管理ツール) 
 ・SciFinder (化学関係分野の文献データベース) 

 ・SciVerse Scopus (抄録・引用文献データベース) 

 ・Web of Science (学術文献データベース) 
 

上記のデータベースやツールを使っていて、困っ

たときは、ぜひ一度、下記のインターネット講習

会を受けてみてください。 
 

★ 詳細は… 図書館機構HP ⇒ 学習/研究サポート 

⇒ 講習会 ⇒ インターネット講習会 

     インターネットで無料で講習会を 

 受けることができます 

2012年1月より国立国会図書館が従来のサービスを

更新します。 
 

[国立国会図書館サーチがサービスの出発点に] 

国立国会図書館サーチ(NDL Search)は、NDL-

OPAC(国立国会図書館蔵書検索)・近代デジタルラ

イブラリー・PORTA(国立国会図書館デジタルアー

カイブポータル)などが一度に検索できる統合的な

検索サービスとなります。 
 

[NDL-OPACが新しくなります] 

これまで別々に検索しなければならなかったアジ

アの資料 (アジア言語OPAC)、雑誌記事索引、電

子ジャーナルのタイトルも一度に検索できます。 
 

[館内サービスが新しくなります] 

新・登録利用者制度が導入され、館内の閲覧端末

が一新されます。 
 

★ 詳細は … 国立国会図書館HP (http://www.ndl.go.jp) 

⇒ 「平成24年1月、新しくなる国立国会図書館のサービス」 

     国立国会図書館のサービスが 

  新しくなります  


